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野
貢
嗣
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野
正
孝
、竹
中
理 

（
エ
ー
ザ
イ
）

　

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
が
昆
布
の
う
ま
み
成
分
で

あ
る
こ
と
は
、
明
治
時
代
に

池
田
菊
苗
博
士
に
よ
り
発
見

さ
れ
た
。
ま
た
、
１
９
５
０

年
代
に
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
が
イ
ヌ
の
大
脳
皮
質

に
強
い
興
奮
性
作
用
を
有
す

る
こ
と
を
慶
応
大
学
医
学
部

の
林
髞
教
授
が
報
告
し
、
神

経
伝
達
物
質
で
あ
る
可
能
性

を
示
し
た
。

　

そ
の
後
の
受
容
体
に
関
す

る
研
究
に
お
い
て
も
、
日
本

人
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
関
連
の

研
究
に
大
き
な
貢
献
を
果
た

し
て
き
た
。
現
在
で
は
、
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
は
脳
内
に
お
け

る
主
要
な
興
奮
性
神
経
伝
達

物
質
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ

て
お
り
、
様
々
な
脳
機
能
の

発
現
に
そ
の
受
容
体
が
重
要

な
役
割
を
持
つ
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　

ペ
ラ
ン
パ
ネ
ル
の
標
的
で

あ
る
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
型
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
受
容
体
は
、
早
い
興
奮

性
神
経
伝
達
を
担
い
、
正
常

な
脳
活
動
の
多
く
に
関
与
し

て
い
る
。
一
方
で
、
過
剰
な

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体
の
興

奮
は
神
経
の
過
活
動
を
引
き

起
こ
し
、
正
常
な
神
経
活
動

の
破
綻
を
伴
う
様
々

な
症
候
を
も
た
ら
す

と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
創

薬
の
重
要
な
標
的
分

子
と
し
て
様
々
な
創

薬
研
究
が
な
さ
れ
て

き
た
。

　

最
初
に
、
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ａ
型
受
容
体
阻
害
剤

の
創
薬
研
究
は
、
脳

血
管
障
害
急
性
期
の

治
療
剤
候
補
と
し
て

始
ま
っ
た
。し
か
し
、

こ
れ
ら
の
創
薬
研
究

は
薬
理
作
用
の
延
長

と
し
て
の
強
い
中
枢

抑
制
作
用
、
あ
る
い

は
体
内
動
態
上
の
特

性
に
よ
っ
て
成
功
し

な
か
っ
た
。そ
の
後
、

い
く
つ
か
の
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ａ
受
容
体
拮
抗
剤
で
、
て
ん

か
ん
、
片
頭
痛
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
等
で
複
数
の
治
験
が

実
施
さ
れ
、
有
効
性
を
示
唆

す
る
結
果
も
得
ら
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
承
認
申
請
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
様
々
な
タ

イ
プ
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容

体
拮
抗
剤
の
創
薬
研
究
の
経

験
か
ら
、
既
存
の
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ

受
容
体
拮
抗
剤
は
脳
内
移
行

性
が
極
め
て
低
い
、
あ
る
い

は
血
中
半
減
期
が
短
く
、
薬

物
相
互
作
用
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
問
題

点
と
分
か
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
課
題
を
克
服
す
る

た
め
、
活
性
と
体
内
動
態
上

の
特
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
新
た
な
構
造
取
得
を
目
指

し
て
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、

非
競
合
型
の
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
型
受

容
体
拮
抗
剤
の
構
造
を
得

た
。
そ
の
構
造
を
も
と
に
、

当
初
は
脳
血
管
障
害
急
性
期

の
神
経
細
胞
保
護
剤
の
創
出

を
目
指
し
、
注
射
剤
に
適
し

た
化
合
物
の
探
索
を
行
っ
た

が
、
途
中
で
慢
性
疾
患
へ
の

適
用
を
目
指
し
経
口
剤
開
発

へ
と
方
針
変
更
を
行
っ
た
。

　

こ
の
方
針
転
換
に
よ
り
、

化
合
物
の
合
成
展
開
の
余
地

が
増
え
た
結
果
、
脳
内
移
行

性
が
高
く
、
代
謝
的
に
安
定

で
バ
イ
オ
ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ

テ
ィ
が
高
く
、
薬
物
相
互
作

用
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

低
い
化
合
物
ペ
ラ
ン
パ
ネ
ル

を
得
た
。

　

ペ
ラ
ン
パ
ネ
ル
は
、
非
臨

床
の
複
数
の
け
い
れ
ん
モ
デ

ル
で
高
い
有
効
性
を
示
し

た
。
臨
床
第
Ⅰ
相
試
験
で
は

血
中
動
態
の
確
認
と
め
ま

い
、
眠
気
等
の
中
枢
抑
制
作

用
の
発
現
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
ト
レ
ラ
ン
ス
の
発
現
有
無

が
関
心
事
で
あ
っ
た
。
ペ
ラ

ン
パ
ネ
ル
の
血
中
半
減
期

は
、
非
臨
床
試
験
に
よ
る
予

測
通
り
約
70
時
間
と
長
く
、

連
投
で
緩
徐
に
血
中
濃
度
が

上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、
ト
レ

ラ
ン
ス
誘
導
に
向
い
た
薬
剤

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
、
中
枢
抑
制
作
用
を

客
観
的
、
主
観
的
指
標
を
用

い
て
確
認
し
た
結
果
、
血
中

濃
度
依
存
的
に
中
枢
抑
制
作

用
は
発
現
す
る
が
、
連
投
時

に
は
比
較
的
早
期
か
ら
ト
レ

ラ
ン
ス
が
発
現
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
知
見
に
基
づ

き
、
臨
床
第
Ⅱ
相
試
験
以
降

の
投
与
方
法
が
検
討
さ
れ

た
。
中
枢
性
の
副
作
用
を
回

避
す
る
た
め
、
最
も
血
中
濃

度
が
高
い
時
間
帯
が
睡
眠
中

と
な
る
よ
う
就
寝
前
投
与
と

し
た
。

　

ま
た
、
ト
レ
ラ
ン
ス
発
現

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
２

㎎
か
ら
の
投
与
と
し
、
忍
容

性
の
確
保
と
治
験
期
間
と
の

バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
２
㎎

ず
つ
１
週
間
ご
と
の
漸
増
投

与
と
し
た
。

　

臨
床
第
Ⅱ
相
試
験
に
お

い
て
、
て
ん
か
ん
で
のProof 

of Concept

が
達
成
さ
れ
、

２
０
１
２
年
に
欧
米
で
、
16

年
に
日
本
で
焦
点
性
て
ん
か

ん
で
の
併
用
療
法
の
適
応
を

取
得
し
た
。
続
い
て
、
全
般

て
ん
か
ん
強
直
間
代
発
作
併

用
療
法
に
対
す
る
適
応
を
15

年
に
欧
米
、
16
年
に
日
本
で

取
得
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
焦
点
て
ん
か

ん
で
の
単
剤
療
法
、
小
児
適

応
も
取
得
し
て
お
り
、
難
治

て
ん
か
ん
の
レ
ノ
ッ
ク
ス
・

ガ
ス
ト
ー
症
候
群
の
治
験
も

実
施
中
で
あ
る
。

　

て
ん
か
ん
は
、
興
奮
性
と

抑
制
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
興
奮

性
に
傾
き
、
興
奮
性
神
経
が

過
剰
に
同
期
発
火
す
る
こ
と

で
発
作
が
発
生
す
る
と
い
う

の
が
、
古
く
か
ら
の
病
態
仮

説
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
て
ん
か
ん
に
対
す
る
治

療
薬
は
20
種
以
上
存
在
し
て

お
り
、
様
々
な
作
用
機
序
を

示
す
が
、
興
奮
性
後
シ
ナ
プ

ス
に
直
接
作
用
す
る
薬
剤
は

存
在
し
な
か
っ
た
。

　

発
作
発
生
の
最
終
段
階
の

過
剰
な
神
経
興
奮
の
同
期
化

を
抑
制
す
る
に
は
、
後
シ
ナ

プ
ス
の
興
奮
性
抑
制
に
勝
る

作
用
機
序
は
な
い
。
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
受
容
体
拮
抗
剤
が
治

療
薬
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
シ

ナ
プ
ス
の
興
奮
性
制
御
と
い

う
新
た
な
発
作
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
選
択
肢
が
加
わ
っ
た
。

　

ペ
ラ
ン
パ
ネ
ル
の
創
薬
研

究
は
、
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
型
受
容
体

と
い
う
脳
機
能
維
持
に
重
要

な
標
的
を
抑
制
す
る
た
め
、

副
作
用
軽
減
の
た
め
に
最
適

な
性
質
を
有
す
る
新
規
化
合

物
取
得
に
よ
っ
て
成
し
得
た

も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
多
く
の
て
ん
か
ん

患
者
の
発
作
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
広
く
活
用
さ
れ
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

ペランパネル構造式

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
型
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体

拮
抗
剤
ペ
ラ
ン
パ
ネ
ル
の
創
薬
研
究


